
 

 

 

～ 矢木沢ダム見学会 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年に一度、洪水期を迎える前にダムの放流設備が安全に 
作動するか確認するため「点検放流」が行われます。 
滅多に見られない関東を代表する大ダムからの迫力ある 
『点検大放流』を見学します。 
 

下記のとおり実施いたします。 
多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日  時 令和７年５月１８日（日） ７：３０集合・出発 

集合場所 JR新小岩駅 東北広場（裏面地図参照） 

参 加 費  ３,０００円(資料、交通費、ダムイベント参加費の一部として)  

募集人数 ４５名（先着順） eizoutoshikeikaku@gmail.com  携帯 080-4006-8819 

行  程 ７：３０ 出発（集合次第出発します） 

   １１：００ 駐車場 到着（※昼食時間は特に設けません。各自ご持参ください。） 

          シャトルバスに乗り換え、見学場所へ移動。                             

    １５：００ 見学終了 

    １９：００ ＪＲ新小岩 東北広場 到着予定（道路状況により流動的です。） 

主催 市民防災まちづくり塾実行委員会 
協賛 関東地域づくり協会 

※この見学会は関東地域づくり協会の助成を頂いて実施いたします。 



矢木沢ダムの概要 

矢木沢ダムは、利根川本川の最上 

流部に建設された多目的ダムで、 

堤頂高131mのアーチ式コンクリー 

トダムです。昭和34年に建設省 

（現国土交通省）が着手し、昭和 

37年の水資源開発公団（現水資源機構）の設立に伴い公団（現機構）に継承され、厳しい地理的、

気象的条件を克服しつつ工事が進められ、昭和42年に完成しました。 

【防災操作】 

台風や大雨のときに、ダムに水を貯めて下流の洪水の被害を少なくします。利根川本川は、利根川上流のダムで協力

して防災操作を行っています。矢木沢ダムでは、100年に1回の確率で起こる大洪水を想定し、1秒間に 900㎥/sもの水

がダムに流れ込んでも、600㎥/s一時的にダムへ貯めることにより、下流の被害を減らすように計画されています。 

【河川の流水の正常な機能の維持】 

年間をとおして安定した川の流れを保つために水の少ないときに、ダムに貯めた水を流しています。利根川は、利根

川ダム統合管理所が上流ダム群（矢木沢ダム・奈良俣ダム・藤原ダム等）を統合管理して安定した水の供給を行って

います。 

【新規利水】                        用水供給一覧表 

雪解け水や雨などにより川の水が多い時にダムに貯めた水を

水道用水等に利用しています。この水はダムを造ることにより

確保した水であり、専門用語では利水容量といいます。各都県

への新規利水の供給内容は次の表やグラフのとおりになって

います。                                         

 

 

 

 

用水供給グラフ 

【発電】 

東京電力株式会社がダムの直下にある矢木沢発電所で、最大出

力24万キロワットの揚水式水力発電を行っています。 

エネルギーの有効活用により、環境にやさしい電気を作っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 用水名 都県名 利用者名 水量（m3/s） 

 

農業用水 

群馬県 
群馬用水地区 

赤城西麓地区 

12.44（最大） 

1.67（最大） 

小計 - 14.11（最大） 

 

水道用水 

群馬県 

群馬県 

高崎市 

渋川市 

2.35（最大） 

0.432（最大） 

0.136（最大） 

東京都 東京都 4.00 

小計 - 6.918 


